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８.１. 特別講演，基調講演（福岡捷二） 

 

・ 豪雨災害軽減のためにどのような手順で何をなすべきか―技術革新と他分野との連携

の重要性，第四回丘友セミナー，講演，2017.5. 

 

・ 都市河川の水害リスク軽減に向けて―技術革新と他分野との連携の重要性，日本不動産

学会，基調講演，2017.6. 

 

・ 河道設計法の体系化と治水と環境の調和した統合化技術に関する研究，国土交通省関東

地方整備局，福岡塾 10周年記念講演会，2017.6. 

 

・ 洪水縦断水面形の活用から期待される流域総合河川計画の展開，土木学会，河川技術シ

ンポジューム，基調講演，2017.6. 

 

・ 大洪水に適応する流域総合河川計画-平成 27年 9月の鬼怒川水害に学ぶ，北海道河川財

団，河川技術講演会，基調講演，2017.6. 

 



・ 河川技術の体系化と水害リスクの軽減に向けて, 文部科学大臣賞 科学技術賞（研究部

門）受賞記念講演会，中央大学研究開発機構，2017.6. 

 

・ 計画規模の洪水に対する水害リスク軽減のために，今必要な河川技術は何か，国土交通

省北陸地方整備局，第 126回河川流域技術研究会，2017.6. 

 

・ 流域総合河川計画の必要性－洪水リスクマネジメント検討のために，第 2回洪水マネジ

メント会議，2017.7. 

 

・ 流域総合河川計画の必要性‐流域水害リスク軽減に向けて，文部科学大臣賞  科学技術

賞（研究部門）受賞記念講演会，国土交通省北陸地方整備局，2017.8. 

 

・ 今，求められる河川整備と管理のあり方，一般財団法人 全国建設研修センター，特別

講義，2017.8. 

 

・ 流域総合河川計画の必要性‐流域水害リスク軽減に向けて，国土交通省中国地方整備局 

第 13回中国地方将来河道形状等勉強会，基調講演，2017.8. 

 

・ 河川堤防の調査・研究分野に期待するすること－これからと 100年後と，第 5回河川堤

防技術シンポジューム，特別講演，2017.11. 

 

・ 洪水リスクマネジメント－平成 27年 9月鬼怒川災害を例に，人事院第 28回係員特別行

政研修，基調講演，2017.11. 

 

・ 河川堤防技術の進展ー堤防浸透破壊を中心に，国土交通省北陸地方整備局，急流河川研

究会，特別講演，2017.12. 

 

・ 河川堤防技術の現状と今後の展開に向けて―堤防浸透破壊を中心に，国土交通省四国地

方整備局，河川管理に関する勉強会，基調講演，2018.1. 

 

・ 河川堤防管理技術の進歩と今後の展望ー堤防浸透破壊に対する管理技術を中心に，国土

交通省中国地方整備局，第14回中国地方将来河道形状等勉強会，基調講演，2018.1. 

 

・ 日・米水工学研究の懸け橋―和魂洋才の卓見した研究者 中藤達昭博士，土木学会第62

回水工学講演会，特別講演，2018.3. 

 



８.２. 国土交通大学校専門課程研修講師（福岡捷二） 

 

・ 治水と環境の調和を考慮した河道計画・設計・維持管理，河道計画・環境研修，治水

と環境の調和した川づくり，2017.7. 

 

・ これからの河川管理を考えるー流域総合河川計画に基づく洪水リスクマネジメント，

河川管理研修，これからの河川管理のあり方，2017.10. 

 

・ 河川堤防技術の現状と今後の展望，河川施設研修，洪水の水理と河川構造物の設計法，

2017.12. 

 

・ 河川堤防管理技術の進歩と今後の展望ー堤防浸透破壊に対する管理技術を中心に, 河

川計画研修，洪水の水理と河道の設計法，2018.1. 

  

８.３.  人事院特別行政研修（福岡捷二） 

 

・ 洪水リスクマネジメント－平成 27年 9月鬼怒川災害を例に，人事院第 28回係員特別行

政研修，基調講演，2017.11. 

 

８.４. 福岡ユニット主催研究会 

 

(1) 河川・流域技術研究会 （国土交通省水管理・国土保全局と共催） 

 

・ 2017.04.27 第 124回河川・流域技術研究会 

「地方行政と事業～避難勧告の実例から考える防災危機管理～」 

前三次市副市長（現国土技術研究センター 河川政策グループ副総括） 津森貴行  

「斐伊川放水路洪水時のゲート操作のためのリアルタイム水面形・流量推算手法」 

中央大学研究開発機構  助教  後藤岳久 

 

・ 2017.05.25 第 125回河川・流域技術研究会  

「フィリピンでの洪水対策専門家の勤務を終えて」 

国土交通省 水管理・国土保全局 河川計画課 室永武司 

「石礫を有する混相流解析とコンクリート個別要素法を融合した排砂水路摩耗シミ

ュレーションモデルの開発－大型開水路石礫流送実験によるコンクリート水路床

の摩耗量観測結果との比較」 

中央大学研究開発機構  准教授  福田朝生 



・ 2017.06.29 第 126回河川・流域技術研究会 

「ダム再生の推進について」 

国土交通省 水管理・国土保全局 治水課 企画専門官 森久保 司 

「計画規模の洪水に対する水害リスク軽減のために 今必要な河川技術は何か」 

中央大学研究開発機構 教授 福岡捷二 

 

・ 2017.07.27  第 127回河川・流域技術研究会 

「平成 28年度小本川流域災害の概要と、それを踏まえた中山間地河川の危機管理情

報提供に向けた取り組みについて」 

国立研究開発法人土木研究所 水災害・リスクマネジメント国際センター   

専門研究員 原田大輔 

「河川水系を一貫した物理場・物質循環・生態系統合解析モデルの開発」 

埼玉大学 大学院理工学研究科 環境科学・社会基盤部門 助教 溝口裕太 

 

・ 2017.08.31  第 128回河川・流域技術研究会 

「総合土砂管理とダムの堆砂対策」 

  国立研究開発法人土木研究所 水工研究グループ 水理チーム  

                        主任研究員 櫻井寿之 

「荒川横堤群の洪水調節機能と荒川調節池に関する水理検討」 

  中央大学研究開発機構 助教 竹村吉晴 

 

・ 2017.09.28 第 129回河川・流域技術研究会 

「実物大実験等で確認されたパイピングとその発生・発達条件整理の取り組み状況

について」 

国土技術政策総合研究所 河川研究部河川研究室 研究官 笹岡信吾 

「平成 27年 9月鬼怒川洪水におけるダム群・河道の貯留率の時空間分布に見られる

洪水伝搬特性と堤防溢水・決壊流量ハイドログラフを用いた氾濫水挙動解析によ

る新たな知見」 

中央大学研究開発機構 准教授 田端幸輔 

 

・ 2017.10.26 第 130回河川・流域技術研究会 

「レーザ計測がもたらす河川管理の動向と展望」 

国土交通省近畿地方整備局  福井河川国道事務所 河川管理第一課長   

山本一浩 

「植生管理を目的とした植物自体の環境ストレスの評価法」 

埼玉大学大学院理工学研究科 教授 浅枝隆 



・ 2017.11.30 第 131回河川・流域技術研究会 

「提言「持続性ある実践的多自然川づくりに向けて」について」 

国土交通省 水管理・国土保全局 河川環境課  課長補佐 田中孝幸 

「渓床・渓岸を侵食しながら発達する土石流の流動ー 現地土石流と「大規模数値移

動床実験」の比較検討を通して」 

中央大学研究開発機構 准教授 福田朝生 

 

・ 2017.12.14 第 132回河川・流域技術研究会 

「河川堤防技術の現状と今後の展望」 

中央大学研究開発機構 教授 福岡捷二  

 

・ 2018.01.25 第 133回河川・流域技術研究会 

「UAV写真測量や深層学習を活用した河道管理手法に関する研究」 

東京大学大学院情報学環 特任講師 齋藤正徳 

「河床形態及び分級に河岸と横断構造物が及ぼす影響～淵から平瀬に注目して～」 

東京大学大学院工学系研究科 准教授 知花武佳 

 

・ 2018.02.22 第 134回河川・流域技術研究会 

「ダム事業における環境影響評価について」 

(一財) 水源地環境センター(ＷＥＣ)   研究第三部長 原田昌直 

「堤防天端の凹凸の周期性が裏法面のガリー侵食特性に与える影響」 

埼玉大学大学院理工学研究科 准教授  八木澤順治 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



(2) 水理研究会 

 

・ 2017.05.11 第 114 回水理研究会 

「阿賀野川河口に形成された砂州の洪水流による開口過程の解析」 

中央大学大学院 博士後期課程  立山政樹 

「宇奈月ダム貯水池からの排砂に伴う貯水池内川底の変動実態とその解析」 

中央大学大学院 博士後期課程  岩谷直貴 

 

・ 2017.06.08 第 115回水理研究会 

「浅い湖沼における日平均水温の予測手法の開発」 

中央大学大学院 博士後期課程 綿貫翔 

「2015年 9月関東・東北豪雨災害時における鬼怒川流域の降雨流出特性と住民の避難

行動に関する研究」 

中央大学大学院 博士後期課程  諸岡良優 

「不確実性を考慮した水質改善対策に関する基礎的研究」 

中央大学大学院 博士後期課程  柿沼太貴 

 

・ 2017.07.13 第 116回水理研究会 

「急縮部を有する河川における水位縦断特性」 

中央大学大学院 博士後期課程 小石一宇 

「水文学における不確実性に関する研究―観測の不確実性が降雨流出に与える影響」 

中央大学理工学部 都市環境学科  助教  成 岱蔚 

  

 

・ 2017.08.03 第 117回水理研究会 

「停滞水域内に流入する急流河川の三次元解析法に関する研究」 

中央大学大学院 博士前期課程 大野純暉 

「多量の土砂が移動する急流河川の洪水流と河床変動に関する研究」 

中央大学大学院 博士前期課程  岡安光太郎 

 

・ 2017.10.05 第 118回水理研究会 

「長期流出解析のパラメータの安定性に関する研究」 

中央大学大学院 博士前期課程 大石裕泰 

「洪水中の水位上昇・下降に伴う河川堤防浸潤線の評価に関する研究」 

中央大学大学院 博士前期課程 上村勇太  

 



・ 2017.11.02 第 119 回水理研究会 

「十分発達した河口砂州の洪水流による開口機構のモデル化と現地への適用」 

中央大学大学院 博士後期課程  立山政樹 

 

・ 2017.12.07 第 120回水理研究会 

「「子どもの水辺」に着目した河川の学習資源ポテンシャルの評価」 

 東京大学大学院 博士前期課程 山崎健一 

 

・ 2018.01.18 第 121回水理研究会 

「扇状地河川の河床材料粒度分布の特徴とその形成過程」 

東京大学大学院 博士前期課程 弘田真之 

「洪水時の避難情報及び浸水状況が住民の避難行動へ及ぼす影響に関する研究」 

中央大学大学院 博士後期課程 諸岡良優 

 

・ 2018.02.01 第 122回水理研究会 

「分流式下水道における雨天時浸入水発生領域の逆推定に関する研究」 

 中央大学大学院 博士前期課程 小山直紀 

「洪水時に大量の土砂流入を伴う姫川の流路変動に関する研究」 

 中央大学大学院 博士前期課程 岡安光太郎 

 

(3) 福岡塾（国土交通省関東地方整備局と共催） 

 

・ 2017.04.19 第 96回福岡塾 

「三栗谷排水樋管改築に伴う堤防開削調査結果について」 

   渡良瀬川河川事務所 調査課 久保田和久 

「堤防開削調査の実施報告（中島樋管改築工事）」 

   江戸川河川事務所 計画課 関根英樹 

 

・ 2017.05.17 第 97回福岡塾 

「後所沼樋管開削調査について」 

   利根川上流河川事務所 計画課 清宮敏之 

「野田橋上下流地区における河道掘削について」 

   江戸川河川事務所 計画課 荒金由貴久 

 

 

 



・ 2017.06.06 第 98回福岡塾 

「河道設計法の体系化と治水と環境の調和した統合化技術に関する研究」 

中央大学研究開発機構 教授 福岡捷二 

 

・ 2017.07. 第 99回福岡塾 

「宮ヶ瀬ダム施設見学と会議」 

 

・ 2017.09.20 第 100回福岡塾 

「平成 29年 7月九州北部豪雨 TEC-FORCE 活動報告」 

 関東地方整備局 河川部 河川計画課 塩谷浩 

京浜河川事務所 調査課 佐久間清和 

 

・ 2017.10.18 第 101回福岡塾 

「利根川上流河川事務所管内 河川工事現場見学」 

 

・ 2017.11.22 第 102回福岡塾 

「多摩川 多摩大橋地区 (42Ｋ付近) 河川改修現地見学と意見交換」 

 

・ 2017.12.13 第 103回福岡塾 

「堤防の調査研究のこれまでとこれから」 

中央大学研究開発機構 教授 福岡捷二 

 

・ 2018.01.17 第 104回福岡塾 

「荒川下流自然再生箇所に現状と変遷」 

荒川下流河川事務所 地域連携課 小島和男 

「荒川下流部における河床変動特性について」 

荒川下流河川事務所 調査課 香川雄治 

 

・ 2018.02.21 第 105回福岡塾 

「鬼怒川緊急対策プロジェクトハード対策進捗状況と漏水対策箇所における地下水動

態観測の取り組みについて」 

下館河川事務所 伊讃出張所 椎木貴敏 


